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今年度のテーマ

術前化学療法後の標準的薬物治療アップデート



症例１

【症例概要】
KEYNOTE-522に準じて術前化学療法＋免疫療法を受けたTNBC患者
•患者：60歳女性左乳癌術後
•主訴：右乳房腫瘤蝕知
•病期：右乳癌 cT2N0M0 cStage IIA
•ホルモン受容体：ER（−）, PgR（−）
•HER2：2+ (FISH：増幅なし)
•Ki-67：70-80%
•遺伝子検査：gBRCA陰性



【治療経過】
•術前治療：KEYNOTE-522
・カルボプラチン＋パクリタキセル＋ペムブロリズマブ（Q1W）12週
・AC療法＋ペムブロリズマブ（Q3W）12週
→ 副作用：Grade 2の発疹と甲状腺機能低下症

•手術：乳房切除術＋SN
→ 病理結果：ypT1cN0M0 ypStageⅠ, Therapeutic effect : 1a

        残存病変あり（non-pCR）



質問
術後の治療方針について教えてください



症例2

【症例概要】 FeDeriCa試験に準じて術前療法を受けたLuminal-HER2患者
•患者：40歳女性
•主訴：左乳房腫瘤蝕知
•病期：左乳癌 cT2N1M0 cStage IIB
•ホルモン受容体：ER（+）, PgR（+）
•HER2：3+
•Ki-67：60-70%
•遺伝子検査：gBRCA陰性



【治療経過】
•術前治療：
・ddAC（ドキソルビシン＋シクロホスファミド）×4
・wPTX＋FESGO®（皮下注Trastuzumab＋Pertuzumab）×12週

•手術：乳房切除術＋Tailored axillary surgery (TAS)
→ 病理結果：ypT1aN0M0 ypStageⅠ, Therapeutic effect : 2a

        残存病変あり（non-pCR）



質問
術後の治療方針について教えてください
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